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「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー2021」において 

3 ブランドで『特別優秀賞』と『優秀賞』など各賞受賞 
 

株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所（本社：東京都江東区、代表取締役社長：加嶋 伸彦）は、一般財団法人日本地域開発

センター（主務官庁：国土交通省）が主催する、省エネルギー性に優れた住宅を選定する表彰制度「ハウス・オブ・ザ・

イヤー・イン・エナジー2021」において、アイフルホームの「ＦＡＶＯ（フェイボ） 断熱パネル仕様」、フィアスホームの「ａ

ｒｉｅｔｔａ（アリエッタ）」、ＧＬホームの「ＷｏｏｄｓＨｉｌｌ（ウッズヒル）」の 3 ブランドが下記の通り受賞しました。 

また、「ａｒｉｅｔｔａ」、「ＷｏｏｄｓＨｉｌｌ」は、5 年以上の連続受賞をしているため、「省エネ住宅特別優良企業賞」を同時に

受賞しました。 

 

◆受賞内容◆ 

カンパニー名 アイフルホーム フィアスホーム ＧＬホーム 

受賞名 

商品名 

優秀賞 

ＦＡＶＯ（フェイボ） 断熱パネル仕様 

＜地域＞3、6 地域 ※1 

特別優秀賞 

ａｒｉｅｔｔａ（アリエッタ） 

＜地域＞5-6 地域 ※1 

優秀賞 

ＷｏｏｄｓＨｉｌｌ（ウッズヒル）  

＜地域＞4、6 地域 ※1 

特別表彰  省エネ住宅特別優良企業賞 省エネ住宅特別優良企業賞 

※1 省エネルギー基準による地域区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー」表彰制度は、建物躯体

と設備機器をセットとして捉え、トータルとしての省エネルギーや

CO2 削減等へ貢献する優れた住宅を表彰する制度です。 

この表彰制度は、2007 年に「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレ

クトリック」として創設され、2012 年からは設備機器の対象を広げ、 

「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー」として継続して実施されています。応募企業も年々増加し、住宅の省エネ

ルギーに対する理解も、広く全国に浸透してきています。 

 

今回受賞したアイフルホーム、フィアスホーム、ＧＬホームの各ブランドは、断熱性・気密性に優れた躯体性能をベースに、

それぞれが独自に、通風・創風・日射遮蔽などのパッシブエネルギーの活用や無駄な電気の使用を抑えるためのＨＥＭＳや

蓄電池、オリジナルの全館空調システムなどの提案を行っており、快適に過ごせる住まいづくりに取り組んでいます。 

ＬＩＸＩＬ住宅研究所は、今後も商品やサービスを通じて、安心・安全で健康・快適に暮らせる住生活の未来に貢献します。 
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ＦＡＶＯ 断熱パネル仕様            ａｒｉｅｔｔａ            ＷｏｏｄｓＨｉｌｌ       ａｒｉｅｔｔａ、ＷｏｏｄｓＨｉｌｌ  



 

 

【参考】  

アイフルホーム 

●優秀賞 「ＦＡＶＯ（フェイボ） 断熱パネル仕様」 （3、6 地域） 
「ＦＡＶＯ」は、アイフルホームブランドで販売している商品体系を統一し、お客様のこだわりをカ

タチにする家として、2020 年4 月末から市場に投入しました。お客様が住まいを建てる際、階高

や仕様、性能で決めるのではなく、お客様が実現したいライフスタイルに合った住まいを建てら

れるようにすることを基本とし、ベースとなる暮らし方提案として「ＯＵＴ ＤＯＯＲ」、「ＰＡＲＴＹ」、

「ＫＩＤＳ」など 12 シリーズを用意しています。  

 

・主な省エネルギー性能について 

「ＦＡＶＯ 断熱パネル仕様」は、世界トップレベルの断熱性能を持ち、さらに経年劣化が極めて少ない素材「ネオマフォ

ーム」を採用した高性能断熱パネル「ＨＱＰ（ハイクオリティパネル）」により、北海道の厳しい気候の中でも快適に暮らせ

る高断熱・高気密の家を実現しています。さらに、より高い断熱性能と気密性能を実現する「ＨＱＰ－Ｗ（ハイクオリティパ

ネル-ダブル）」も用意し、厳しい環境下でも一年を通して温度差が少なく、いつでも快適な室内温度を保つことができま

す。 

 

フィアスホーム 

●特別優秀賞 「ａｒｉｅｔｔａ（アリエッタ）」 （5-6 地域）  
フィアスホームの「ａｒｉｅｔｔａ」は、北海道地域の省エネ基準をクリアする最高水準の断熱・気密性

能をベースに、風や光などの自然エネルギーを活かす工夫を盛り込み、これまで体験したことの

ないような心地よさと、いつ起きるかもしれない有事に対する強さとしなやかさを兼ね備えた住ま

いです。 

 

・主な省エネルギー性能について 

「ａｒｉｅｔｔａ」の構造は、樹脂系断熱材と構造用パネルを一体化させたオリジナルの「粘震+eパネル」とトリプルガラスで建

物全体を囲っており、北海道の基準をクリアする最高水準の断熱性能を実現しています。さらに夏は日射遮蔽対策を実

施し、冬は高度の低い日射を室内にたくさん取り込む「パッシブ設計」も特長の一つです。 

また、2021年4月から始まった「住宅の省エネ基準適否の説明義務化」に対応し、建築主へ実施している住宅の省エネ

性を建築前から示すシミュレーションツール「ｅ­Ｒｅｐｏｒｔ」に、「省エネ基準適合結果報告書」を追加して、省エネ性能の

見える化を進めています。 

 

ＧＬホーム 

●優秀賞 「ＷｏｏｄｓＨｉｌｌ（ウッズヒル）」 （4、6地域） 
ＧＬホームの「ＷｏｏｄｓＨｉｌｌ（ウッズヒル）」は、木造建築の世界基準であるツーバイフォー工法を、

日本の気候や風土を考え、建物の強さや耐久性、省エネ効果など、普段は目に映らない細部

にまでこだわり、進化させました。北米建築に見られる高いデザイン性、ゆとりを楽しむ暮らし方

を取り入れた、憧れのアメリカンライフを安心のジャパンクオリティで実現する住まいです。 

 

・主な省エネルギー性能について 

「ＷｏｏｄｓＨｉｌｌ（ウッズヒル）」の2×6住宅は、通常の2×4住宅の1.6倍の厚さの断熱材を採用しています。さらにこの断熱

材に使用されるロックウールは、火に強く、環境に優しく、断熱性・防火性・防音性をはじめ多くの優れた特長を備えてい

ます。間取りは、地窓・高窓、袖壁、通風建具、吹き抜けなどの工夫を用いて自然の力を利用する「パッシブECOデザイ

ン」の設計手法を用い、効率的に風を採り入れ、風を逃がす最適な設計プランを提案しています。さらには、快適な室

内湿度環境を確保するため調湿建材を活用し、一年を通じて快適な空気環境を実現します。 

 



 

 

◆当社概要 

会社名     株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所  

代表者     代表取締役社長 加嶋 伸彦 

本社所在地  〒136-8535 東京都江東区大島2-1-1 

ＵＲＬ      【株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所】 https://www.lixil-jk.co.jp/ 

 

◆ＬＩＸＩＬ住宅研究所 概要 

住宅及びビル建材・設備機器の製造販売・住宅フランチャイズチェーンの運営など、総合的な住生活関連事業を

展開するＬＩＸＩＬの一員です。 

住宅フランチャイズチェーン事業の運営を担う企業として、アイフルホーム、フィアスホーム、ＧＬホームの3ブラン

ドを展開し、国内最大級の住宅フランチャイズチェーン事業を展開しています。 

 

 


